
玻新鮮な魚介が集まる札幌では、
高級食材を使った寿司も首都圏な
どに比べて安価に楽しめる。 
珀新鮮で良質な道産野菜の数々。 

珈「素材、価格だけでなく、質も
東京に劣らない」（タウン誌
「poroco」編集長）と評される
札幌フレンチ。 
玳道産コーンを使った今年のさ
っぽろスイーツの顔「さっぽろ
コーンヴェリーヌ」。 
珎おいしいスープカレーには良
質な水と新鮮な野菜が必要。 

お
い
し
い
食
べ
物
が
い
つ
で
も
身
近
に
。 

他
都
市
も
う
ら
や
む
美
食
の
ま
ち
。 

そ
れ
が
札
幌
で
す
。 

　北海道は食料自給率211％。そん
な北海道の質の高い農産物・海産物
が、札幌に集まってきます。道産野菜
は冷涼な気候のため農薬散布量が少
なく安全といわれ、とりわけ札幌は産
地からの輸送距離が短いため、新鮮で
おいしい道産野菜を、比較的安価に
入手できるのです。 

素材を生かすこだわりの 
飲食店と食を楽しむ文化 
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札幌で料理できることがうれしい 

食料王国・北海道の 
新鮮でおいしい食材が集結 
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　「市販のミネラルウォーター類34銘
柄のうち、札幌市の水道水よりおいし
いのはわずか4銘柄」という消費者協
会による調査結果があるほど、札幌の
水道水のおいしさには定評がありま
す。また、カルキや塩素などの臭いが
少ないのも特長です。 

　雪解け水が森林を通って市民の水
がめであるダムに流れ込む際に、おい
しさにつながるミネラルを適度なバラ
ンスで含みます。また、水道水の元と
なる河川の水質が良好なため、消毒に
使う塩素が少なく、水温も低いことか
ら、よりおいしく感じられるのです。 

おいしさの秘密は 
雄大な森林と雪 
 

東京で使われる野菜は、平均的な味が
しますが、道産野菜は味がしっかりして
おり、料理の中でも生き生きとその特徴
を表します。また、種類が豊富で四季に
よる味の変化もあり、毎日が発見の連
続。これほどの食材を扱う農家が車で
30分の所にあり、海も山
も近い。この札幌という
最高の環境で料理でき
ることが一番の喜びです。 

埼玉県出身。フランスで修業後、「ザ・ウィンザーホ
テル洞爺」レストランの初代日本人料理長を経て、
平成19年に札幌・南円山で独立。 
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　札幌発祥のスープカレー、こだわり
のフレンチ・イタリアンなど、道産食材
を使った飲食店が充実。また、道産素
材を使ったその年の札幌を代表するス
イーツを決める「さっぽろスイーツコ
ンペティション」、道内のご当地グル
メを楽しめる「オータムフェスト」など、
食を楽しむ文化が街に根付いています。 
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札幌市の水道水の味は 
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